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新町政スタート (P.2) 

数字で見る串本町 (P.4) 

人事異動 (P.6) 

まちの出来事 (P.10) 

よろこびかなしみ (P.14) 

新串本町の開庁式【4月1日／串本町役場第2庁舎（古座分庁舎）】

串本町の人口と世帯数

•人口……20,826人 ●男性…… 9,626人 •女性…… 11,200人 •世帯数……9,376戸

（平成1ワ年4月1日現在）



新町政スタート

串
木
町
長
職
務
執
行
者
加
，
藤
t

国

司

平
成
1
7
年

4
月
1
日
、
旧
串
本
町
と
古
座
町
の
合
併
に
よ
り
、
本
州
最
南
端
の
地
に
新
し
い
「
串
本
町
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。
平
成
の
合
併
と
し
て
は
、
み
な
べ
町
に
続
き
県
内
2
例
目
と
な
り
ま
す
。
新
町
の
人
口
は

2
0
,
8
2
6
人

(
4
月
1
日
現
在
）
、
面
積
は

1
3
5
.
7
8
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
所
属
郡
は
東
牟
婁
郡
と
な
り
ま
し
た
。

↑
古
座
町
の
国
道
沿
い
に
「
串
本
町
」

の
石
板
が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

(3
月
31
日
）

↓
古
座
町
最
後
の
日
に
行
わ
れ
た
「
さ
よ
な
ら
の

つ
ど
い
L

。
ス
ラ
イ
ド
写
真
な
ど
で
町
の
歩
み
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

(3
月
3
1
日
、
古
座
小
学
校）

4
月
1
日、

IR串
木
町
と
占
座
町
の

合
併
に
よ
り
、
祈
し
い
串
木
町
が
誕
生

い
た
し
ま
し
た
。

1
年
5
ヶ
月
尚
に
及

ん
だ
合
併
協
議
に
お
い

て
、
合
併
の
実

現
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各

位
に
改
め
て
敬
意
を
衣
し
ま
す
と
と
も

に
、
什
民
の
背
椋
の
深
い
ご
理
鮒
と
ご

協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
凪

I
-

↑
旧
串
本
町
閉
庁
式
で
の
町
旗
降
納
。

50
年

に
及
ぶ
町
の
歴
史
に
幕
が
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

(
3
月
31
日
｀
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

紀
南
地
域
で
は
約
50
年
ぶ
り
と
な
る

祈
町
の
誕
生
で
あ
り
、
海
、
山
、
川
な

ど
の曲
マ
か
な
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た

産
業
を
軸
に、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
分
枠
の
進
展
、
少
＋
・
高
齢
化

な
と
、
地
方
に
と
っ
て
人
変
厳
し
い
状

況
が
続
く
中
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
運

営
に
あ
た

っ
て
は
、
自
己
決
定

・
自
己

責
任
の
も
と
、
高
度
化
・
多
様
化
す
る

件
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る

よ
う
な
行
政
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
が

↑開庁式で訓示を述べる加藤国司・

町長職務執行者 (4月1日、串本町

役場木庁舎） →田嶋勝正・旧串木

町長と宮田稔・旧古座町助役か ら加

藤職務執行者に対し、 事務の引継ぎ

が行われました。(4月1日、町長室）

・新＂串本町誕生

←開庁式終了後、各職場において

課長か ら職員に辞令が交付されま

した0 (4月1日）

4
月
1
日
の
始
呆
前
に
は
第
2
庁
舎

了
11
座
分
庁
舎
）
の
議
場
と
木
庁
舎
の

ロ
ビ
ー
に
て
相
次
い
で
間
庁
人
が
行
わ

れ
、

第
2
庁
舎
で
は
加
藤
同
司
•
町
長

職
務
執
行
者
か
ら
諜
に
級
職
員
に
辞
令

交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
加

藤
職
務
執
行
者
は
両
庁
舎
の
職
員
に
対

し
、
「
什
民
の
背
さ
ん
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
各

自
が
果
た
す
役
割
は
人
き
い
。

全
職
員

の
英
知
を
結
集
し
、
全
体
の
奉
什
者
と

し
て
そ
の
使
命
を
全
う
し
て
ほ
し
い
。」

な
ど
と
訓
ホ
を
述
べ
ま
し
た
。

閲
庁
人
後
に
は
各
職
場
に
お
い
て
担

喝
諜
に
か
ら
職
員
一
人
ひ
と
り
に
辞
令

が
手
渡
さ
れ
、
定
刻
か
ら
業
務
を
開
始。

屯
算
機
の
統
合
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、

両
庁
舎
の
窓
口
に
訪
れ
た
什
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
さ

っ
そ
く
「
束
ず
衷
郡
串
本

町
」
の
住
民
票
や
印
鑑
証
叩
な
ど
が
交

付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

祈
し
い
串
本
町
役
場
は
分
庁
方
人
を

と

っ
て
お
り
、
両
庁
舎
で
業
務
内
容
が

央
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
2
月
末
に
配

布

い
た
し
ま
し
た
「
祈
町
の
手
引
き
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
「
新
町
の
手
引
き
」
は
向
lj
舎
の
窓

n
で

も
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

↓
占
座
町
の
閉
庁
式

C

退
任
す
る
町
四
役
に

花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
(
3
月
31
日、

古
座
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

よ
り
魅
力
的
で
索
晴
ら
し
い
も
の
と
な

り
、
将
束
「
合
併
し
て
よ
か

っ
た
。」

と
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
社
会
、

経
済
、
文
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

の
発
展
を
目
指
し
、
地
域
の
問
坦
や
諜

迎
の
解
決
に
背
椋
と
協
力
し
合

い
な
が

ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

祈
し
い
串
木
町
の
さ
ら
な
る
飛
躍
の

た
め
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
閉
町
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

霞〗広報くしもと 5 広報くしもと 5
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消防団員 420人

串本町には120人の梢防同貝がお り、消防や水防の対応 に廿

たられています。ちなみに町内の消防車両は47合、救芯車両は

4台です。半成16年は旧串本・古座両町合わせ、火災が11件、

救芯出動が1,090』ありました。

保育所・幼稚園

児童数 504人

串本町には 8つの保育所と4つの幼稚園があり 、

4 月 1 日現在、 50~ 人の児箪が通っ てい ま す。

65歳

以上の人 6,754人

4月1日現在、6,751人の力が65歳以上で、

人n全体の32％を占めています。

rぶ 広報 く しもと 5

小学生 91'J’ 人

町内には13の小学校があり 、4月1n現在、 917人の

児箪が学んでいます。また中学校は8校で、牛徒数は

464人です。

観光客 1,,266,,993人

芭かな観光資源に恵まれた串本町には、毎年多 くの

観光客が功れます。昨年、旧串本町・ 古座町を功れた

観光客は 1.266.993人 (1五泊客320.629、 日帰 り客

916,361)でした。（半成16年観光客動態調杏）

人口 20,826人

4月 1n現在、串本町の人口は20,826人 （男

9,626人、女11,200人）、世幣数は9,376世常です。

面積 135.78岡

串本町の総血積は135.78k~’。これは和歌山原の

約 3％にあたります。

漁業従事者 6ヽ95人

第•次産呆では、 漁東 に従事される力が最も

多く 605人。また、鹿栄従事者数は275人、林桑

従事者数は35人です。 （キ成12年国勢訥杏）

数字で見る串本町

•新＂串本町誕生

数字で見る

串 本 町

海岸線 127.38 km 
串本町の海芹線の長さは127.38km （大島の海

芹線を含む） で、県内ナンハー 1。ちなみに 2杓

は利歌山巾の76.l~km です。(|叶 J...交通省河川局

「海江統~tj 半成 15年度版）

商店の数 542店

串本町内の商店数は542店。卸完策が54店、

小完榮が488店あ ります。（半成14年 県統計課

「和歌山県の商業』

広報くしもと 5 ⑭ー：



人事異動

•新＂串本町誕生

方
森
千
代
和

町
長
職
務
執
行
者

教
育
長

加
藤
同
司

湘
河
善
芙

呆‘糸

戸
3

言
↑
{
i
i
_
-

新
し
い
串
本
町
の
発
定
に
伴
い
、
職
員
人
事
が

4
月
1
日
付
け
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

烹
応
務
課

課

長

潮

鯰

伸

彦

主

幹

T
澤

正

副

課

長

岡
木

勝

専
門
員

濱
口
自
生

課

員

田

嶋
芙
変
、
杉
木
降
晴
、
井

沼
芙
利
、
岡
寄
達
史
、
日
下
生
由
仕
、

温
井
邦
夫
、
岡
崎
人
祐
、
小
林
和
＋
、

ご
防
災
対
策
課

課

長

橋

本
祈
蔵

副

課

長

井
沼

土

課

員

佐

本
主
、
土
川
純
次

マ
企
画
課

課

長

松
木
英
明

副
課
長

T
松

勇

専

門

員

山

本

智

課

員

西

野
真
、
芝
崎
晴
也
、
植
松

久
恵

セ
ン
タ
ー
長

烹
建
設
課

参

事

中

松
良
樹

主

幹

吉

川

微

副
課
長
神

田
省
―
一郎
、
田
中
〗県
人

田
中
芙
穏
、
松
場
公
一

課

員

久

倉
和
男
、
岩
木
始
、
堀
D

純
、
前
晴
之
、
祈
谷
浩
樹

烹
管
理
課

課

長

岡

地

勝

副
課
長

K
谷
川
喜
代
孝

課

員

西

山

清

志
、
本
下

w己
、
右

坪
希
江
、
濱
地
純
、
八
舟
誠

（
地
籍
調
査
室
）

主

幹

谷

融

憲

副

課

長

沖

源

一

課

員

勝

山

典

切
、
稲
田
一

、
松
下

友
＋

▼
水
道
課

課

長

沖

繁

幸

主

幹

芝

崎
鉄
屯
贔

副
課
長
九
ー
川
憲
二
、
西
村
和
幸

松
並

包
、
藤
田

清

栗
林

w史

専
門
員
岡
村
好

一

課

員

由

方
阜
榮
＋
、
高
岡
茂
樹
、

杉
木
訂
人
、
藤
野
等
、
中
野
千
代
治
、

西
孝
典
、
濱
真
二
、
由
方
伸
也
、
深
田

-
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
）

＿

主

幹

稲

生
幸
男

―

課

員

中

田

進

康

、
島
野
沖
、
人
芝

＿
英
智

一
ご
財
政
課

＿

参

事

神

田

＿―-知
文

＿
副
課
長
津
本
叩
弘

＿

課

員

網
哀
伸
、
吉
付
学
、
田
沼
貴

＿
啓

ー
ご
税
務
課

＿
課
長
＇
＞
本
繁
俊

ー

主

幹

束

道

一
、
寒

川

剛

＿
副
課
長
栗
林
宏
uJJ

一

課

員

北

山

Flnn+、
和
田
功
、
谷
岡

＿
幸
司
、
谷
口
淳
、
鈴
木
一

郎
、
谷
口
博

ー
文
、
林
広
久
、
井
木
悟
、
岡
田
真

一、

加
藤
団
祥
、
坂
木
竜

一
、
岡
田
希
望

一
ご
住
民
課

＿

課

長

瀬
戸，
旧
明

一

主

幹

杉

本

忠

＿
副
課
長
小
等
文
春

一

専

門

員

谷

芙

徳

修、

北
山
十
良
馬
、
松
村
和
哉
、

11111家

祐
中
、
9

呂
木
紀
和＇ 

了
国
民
宿
舎
あ
ら
ふ
ね

支
配
人
乎
瀬
信
也

（
田
原
出
張
所
）

田
原
出
張
所
長
津
田
三
也
＋

一

課

員

田
中
丁
文
、
瓜
田
政
稔
、
西

一
野
貴
昭
、
森
木
都
、
白
野
知
芙、

田
追

―
治
、

和
田
芳
仕

尼

笠
悠
＋

一
烹
沐
健
福
祉
課

~
課
長
中
山
変
浩

一
副
課
長
出
鶴
丁
人
、
栗
林
恵
芋

一

課

員

小

出

茂
芙
、
佐
籐
則
文
、
森

一
嶋
均
、
佐
々
木
緑
、
松
山
心
太
郎
、
井

一
沼
尚
＋
、
岡
田
英
UJJ
、
人
岡
岸
希
、
田

一
中
秀
樹

一
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
—
)

一
副
課
長
大
須
聟
優

一

課

員

玉
井
uJJ
芙
、
小
笠
智
＋
、
瓜

一
田
真
理
＋
、
塩
崎
明
美
、
後
藤
純
＋
、

＿
生
野
由
紀
、
稲
坦
街
千

一
（
和
深
総
合
セ
ン
タ
—
)

＿
セ
ン
タ
ー
長

久
原
芳
法

一
ご
屏
観
光
課

＿

課

長

谷
口
秀
行

一

主

幹

寺
下
精
治

、

片

山

深

ー
副
課
長
小
山
芳
樹
、
濱
地
弘
貴

一

課

員

浅
利
沖
、
院
善
行
、
野
生
昌

限
参

事

稲
生
利
信

総
看
護
師
長
升
谷
ひ
と
み

―

看
護
師
長

辻

る
み
、

小

山

一

宮
本
紀
江
＋

看
護
主
任
谷
久
芙
代
、
南
地
輯
芙
、
一

柏
木
芳
美
、
久
次
信
＋
、
崎

郁

＋

―

助
産
師
田
堀
好
＋
、
小
山
芙
代
、
杉

一

木
綾
＋

看
護
師

森
あ
け
み
、

H
上
幸
文
、
吉

一

川
加
代
、
林
源
蔵
、
的
池
久
＋
、
竹
田

一

里
佳

堀

仕
＋
、
磯
紀
香
＋
、
露
谷
呉

一

由
美
、
谷
木
裕
＋
、

宮
里
真
芙
、
内
海

一

ま
ゆ
み
、
田
所
あ
ゆ
み
、
沖
朋
芙
、
濱

＿

由
佳

檻

田
規
＋
、
林
郷
哭
、
田
代
正
一

代
、
鶴
規
恵
、
松
下
麻
＋
、
須
笠
昌
伸
、一

濱
田
芙
幸
、
神
田
菜
穂
＋
、
山
鯰
壽
＋
、一

神
竹
リ
カ
、
橋
木
美
和

准
看
護
師

寺
田
芙
杷
、
後
藤
ゆ
か
り
‘

―
秋
坂
芙
否
、
谷
口
実
代
、
北
田
峰
＋、

西
野
智
恵
、
松
井
里
否

薬
局
長

西
川
由
紀

薬
剤
師
林
じ
旧
樹
、
土
井
利
明

理
学
診
療
科
技
師
長
植
山
貴
矢
十

理
学
療
法
士

上
野
清
＋
、
小
阜
川
浩

j
 

-n 
検
査
技
師
主
任
須
鉗

汀

検
査
技
師

木
山
忠
昭
、

放
射
線
技
師
主
任

福
岡
秀
樹

放
射
線
技
師

＇，呂木靖

之

栄
巷
科
主
任
川
上
則
＋

ボ
イ
ラ
ー
技
師
西
田
敏
昭

事
務
次
長
松
原
英
樹

専
門
員

中
田

秀

事
務
員

兵
庫
淑
之
、
石
森
義
基、

麗

ひ
ろ
み
、

＂ 

事
務
長

小
瀧
賢
作

総
看
護
師
長

岩
崎
幸
代

看
護
師
長
塩
見
和
芙

看
護
主
任
方
森
暢
＋
、
上
野
―
-
＿恵
十
‘

―

臣
出
而
出
ぃ
―

ー

ー
｛

看
護
師

杉
木
芙
澄
、
輻
池
芙
穂
＋
、
一

湯
口
真
帆
、
佐
藤
由
美
、
串
汀
＋
、
岡
＿

木
陽
＋
、

西
地
ー
芙
、
久
江
あ
ゆ
み
、
＿

武
田
み
か
、

辻
木
喜
芙
＋
、
辻
内
尚
見
‘

―

マ
議
会
事
務
局

主

幹

堀

口
徳
弘
、
乎
田
瑠
哭
＋

課

員

中

田
匠

了
総
合
窓
口
課

参

事

田

中
W
人

主

幹

＃

岡
邦
文

副
課
長

増
本
W
近

課

員

羽

山
い
づ
み
、

山
崎
幸
三
、

瀧
木
准
＋
、
沖
純

T
、
野
中
幸

マ
悟
報
政
策
課

課

長

T
井
治
司

課

員

西

啓
孝
、
中
山
欣
幸
、
前
芝

茂
、
宮
本
宏
保
、
松
原
邦
明

了
環
境
衛
生
課

課

長

鈴

木
幸
文

主

幹

谷
下
繁
喜
、
鈴
木
紳

一
郎

副
課
長

芝
利
幸
、

山
田
定
男

課

員

永
田
求
、
松
原
智
昭
、
北
山

順
＋（

酒
掃
セ
ン
タ
—
)

汐
崎
木
＋
、
瀧
千
枝
、
諸
江
芙
紀
、
奥

地
能
、
中
芙
紀

准
看
護
師

森
君
代
、
関
育
芙
、
岡
ま

ち
＋
、
石
倉
ま
す
＋
、
神
浦
土
＋
、
洞

千
呈
、
中
芙
知
＋
、
隻
＇
＞

律
＋
、
寒
川

か
を
り
、
寺
柚
充
＋
、
川
口
昭
哭
、
濱

地
芙
千
＋
、
前
田
み
の
り
、
久
原
君
代
、

田
村
芙
樹
＋
、
北
地
一

恵
、
安
原
千
鶴

＋
、
濱
口
加
代
、

日
・
叉
伸

一
、
北
地
芙

幸
、
岡
畑
奈
＋
、
池
田
晴
代

薬
局
長

岩

本

幸

薬

剤

師

愁

田
愛
、
庁
野
慎

理
学
療
法
士
主
任
庁
尾
悛
尚

理
学
療
法
士
横
鶴
怜
充
、
杉
木
光
作
、

岡
本
公
男

臨
床
検
査
技
師
長

D
広
裕
介

検
査
技
師
主
任
藤
木
芙
＋

検
査
技
師

伊
藤
紀
＋、

和
田
芙
和

放
射
線
技
師
主
任

西
澤
信
治

放
射
線
技
師

徳
田
憲
彦

栄
蓑
科

主

任

西

慎
智
十

事
務
次
長

関

w信

事
務
員
白
ー
田
敏
郎
、

荒
海
頃
砂
＋
、

前
田
阜＂
田
、
石
木
什
＋
、

栖
秀
叩
、
巽

亜
紀

彦
、
枠
谷
徳
彦
、
南
和
丈
、
inf合
拓
也
、

高
橋
秀
幸
、
田
端
喜
芙
枝
、
岡
付
恵
利

▼
会
計
課

課

長

中

戸
信
行

主

幹

山

下

芳
伸

課

員

河
合
矢
柚
、
谷
井
め
ぐ
み

勺＿、： 広報くしもと 5 広報くしもと 5
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人事異動

•新＂串本町誕生

課

長

副
課
長

専
門
員

課

員

進▼
生
涯
学
習
課

課

長

西

康
男

副

課

長

由

譲

治

課

員

下

地
郁
也
、

烏
野
和
昭
、
祝

木
剛
上
、

H
上
彰
、
白
野
主
、
谷
口
敏

一丁ノイ竺
図
書
館

館

長

に

脊

守

職

員

奥

ひ
な
こ

▼
給
食
共
同
調
理
場

場

長

北

地
綾
＋

猪
村
和
己

西

知

＋

宮
下
亀
男
、
濱
鯰
和
司

堤
汗
＋
、
吉

H
慎
也
、
岩
見

隙
竺
串
本
保
育
所

所

長

山

田
陽
＋

主

任

久

野
久
美

保

育

士

小

林
由
美
、
小
林
ー
＋
、

水

端
ゆ
か
り
、
寒
川
梨
奈
、
西
角
詳

T
、

祈
田
文
、
洞
地
芙
和
、
西
川
千
秋
、
松

木
絵
里
、
小
山
由
伸
、
前
川
久
芙
、

用

務

員

白

野
か
が
り
、
芝
木
閉
芙

烹
和
深
保
育
所

所

長

前

地
和
＋

串
本
病
院
新
医
師
体
制

串本病院の医師体制が5月から

次のように変史になりました。

院長阪木繁柘師

副院長呆召文医師

了常勤科

内科

院長阪木繁医師

医長谷池聡＋医師

医員森田泰慶医師

外科

医長河本篤希医師

医員人尾充剛医師

整形外科

医長安木雅一医師

医員桝H直志医師

産婦人科

副院長呆召文医師

▼非常勤科

眼科（毎週月・水曜日）

耳鼻咽喉科（毎週金・土曜日）

泌尿器科（毎週月曜日）

※非常勤科は診療日が変吏となる

場合がありますのてご‘叶意くださ
ヽ

Lv 

i ※虐科皮※耳鼻小児科眼 ... 非常勤科 繋形 外 内 ... 常勤科 長固院J院 ら 古
すの療診 月5 咽喉科 科 医外科 医院科 医副科 長 次の忙i 目§

で R 25 院長 よIll＇ Ill ごが日 長 長 長 長 う病院

注立足、 変．史▲ よ に

だく なと ~ 毎第月~~ 一潤水毎り ~ 毎週水~~ ~ 毎週火~ ~ 毎週金~~ 遠藤 七l l 楠付隆~ 山出 樫益生谷 浜 保直久和，9, 島 収悪生束 坂憲生求 樫益生谷 変吏9こ 医体制の師J 医

心息；．aふ胃福叩 一閃 靡委 ］、が 9
がぁり-日ん=日、-日金-曜日 医師 医師 郎医師 医師医師 医師 医師 医師 医師 医師たし0 か月4 

前
野
栄
哭
十

―

主

任

濱

口
芳
芙

―
保
育
士
谷
岡
起
批
芙

ー
ご
西
向
保
育
所

―

所

長

西

田
丁
代

＿
所
長
心
得

名
引
て
る
芙

＿

主

任

井
戸
由
起
十

＿
保
育
士

瀬
戸
定
美
、
畑
上
芙
紀
＋、

―
山
口
裕
否
＋
、
湯
口

い
づ
み

ー

職

員

西

尾

和

女

ー
ご
串
本
幼
稚
園

＋
 

＿

園

長

秋

中

い

く

＿

主

任

岡

野

ま

さ

＋

＿

教

諭

島

田
知
芙
、

谷
伴
織
、
鈴
木

-
UJJ+
、
西
野
由
貰
、
石
丸
幸
芙、

ー
用
務
員

深
海
怜
江

ー
ご
潮
岬
幼
稚
園

ー

園

長

瓜

田
満
＋

＿

主

任

北

油

多

津

＋

ー

教

諭

尾

崎
ふ
み
、
石
倉
志
保

ー
て
出
雲
幼
稚
園

＿
園
長
心
得
小
川
芳
＋

主

任

由

君
＋

一
竺
西
向
幼
稚
園

ー

主

任

芙
代
取
初
芙

＿

教

諭

勝
山
久
芙
、
中
山
紀
＋

串本町選挙管理委員会からのお知らせ
員幹事

平成17年5月ー

串本町長選挙

串本町議会議員一般選挙

日 は

了
潮
岬
小
学
校

▼
有
田
小
学
校

ァ
和
深
小
学
校

▼
串
本
小
学
校

▼
出
雲
小
学
校

▼
古
座
小
学
校

烹
潮
岬
中
学
校

▼
有
田
中
学
校

ァ
和
深
中
学
校

▼
串
本
中
学
校

竺
田
並
中
学
校

大事な投票、忘れすに！

串本町のまちづくりを託す代表者を選ぶ選挙です。

大切なあなたの一票を投じましょう。

投票時間 7:00-20:00 

（一部投票所で時間繰上）

の投票日です。

一
参

一
主

一
課

-F
 

ー
ご
串
本
町
消
防
本
部

ー
消
防
長
（
参
事
）

田
中
敏
次

一
次
長
（
参
事
）

山

崎
茂
樹

一
予
防
係
長
（
主
幹
）
山
田
W
章

一
警
防
係
長
（
主
幹
）
濱
地
雅
秀

一
庶
務
係
長
（
副
課
長
）
潮
崎
忠
紀

＿
予
防
主
任

蜜
田
耕
司

一

庶

務

係

員

似

山
敏
昭

一
了
串
本
消
防
署

一

署

長

小
出

堀
叫
丁
人

中
村

菟

、
伊
藤

名
田
倍
也

司 肇

合
川
恵
＋

西
野
恵
＋

増
井
嘉
代

令
澤
末
十

廣
畑
登
志

小
浦
み
ゆ
き

田
沼
柚
＋

結
城
儀
＋

宮
本
英
天

輻
烏
八
重
＋

羽
根
久
天
代

―

副

署

長

中

橋

雅

―

班

長

坂
木

渡
、
欠
倉

守

＿

係

長

吉
田
義
幸
、
松
下
修
、

一
森
下
行
雄
、
西
秋
忠
義
、
白
野
節

―

主

任

中
西

崇

‘
f
t
J
剛
alJ
‘

一
寺
烏
W
彦
、
蔵
澤
宏
、

山
本
貢
、

一

岡

貞

次
、
山

木

実

＿

係

員

高

田
啓―

-、
村
上
友

一
、
森

—
下召
司
、
冽
田
淳
、
乎
野
告
治

、

深
海

一
広
和
、
小
川

w安
、
仙
木
麻
哉
、
岩
本

＿
毅
志
、
岩
谷
人
軸

一
了
古
座
消
防
署

＿
署
長
・
七
川
分
駐
所
長
山
田
常
丈

＿

副

署

長

寒

川
成
人

＿

班

長

北

地
稔
、

片
桐
照
叩

＿

係

長

渡
瀬
勝
巳
、

K
尼
高
行
、
山

＿
鯰
茂
生
、
中
瀬
勝
典

＿

主

任

内

田
真
也
、
祈
屋
寿
男
、
井

ー

木

茂

、

呆

紀

人

＿

係

員

佐

野

主

志

、
富
田
祐
次
、
洞

＿
什
友
、
湯
口
卓
、
束
義
隆
、
網
井
敬、

＿
仲
賢

巽

江
史
、
人
崖
健
太

＿
（
七
川
分
駐
所
）

一

係

長

佐
野

k
男
、
中
田

一
丈

＿

主

任

久
堀
規
昭
、
桟
利
和
弘
、
石

＿
井
三
男
、
＂
則
川
修
身

—
係
員
油
昭
則
、
堀
浩

紀
、

武
田
奥

―
-
、
伊
藤
昌
也

急〗広報くしもと 5 広報くしもと 5
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健康で明るい

文化と福祉の
まちづくり

ふれあいいきいきまつり

3
月
13
日
、
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
）
や
町
i
>
体
育

館
、
保
健
福

111セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
第
7
回
ふ
れ
あ

い
い
き
い
き
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
又
化
、
教
育
、
健
康
、
福
朴
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
、
中
で
も
記
念
公

涼
と
し
て
間
佃
さ
れ
た
横
山
た
か
し
・

ひ
ろ
し
さ
ん

の
漫
才
ゃ
、
京
板
莉
則
さ
ん
ら
に
よ
る
一．一
味
線
演
奏

に
は
大
勢
の
観
客
が
詰
め
掛
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た、

記
念
式
典
に
お
い
て
、

地
域
福
祉
に
貞
献
さ
れ
た
次

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

【
地
域
福
祉
功
労
者
】

北
野
ノ
リ
了
、
前
＂
之
雅
代、

西
村
勇
、
矢
野
郁
雄
、
巽
典
＋
、
西
萩
了
鶴
了‘

藤
岡
別
次
、
田
鶴
和
彦
、
潮
岬
民
踊
ク
ラ
プ

【斉
少
年
体
験
功
労
者
】

井
本
甚

一

↑会場を爆笑の渦に巻き

込んだ横山たかし・ ひろ

しさんの漫才 →体育館

では様々なゲームが行わ

れました

ドライバーに啓発物品を 配布する加藤職務執行者

ー

I
P忌

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

4
月
6
日
1
1
5
日
の
「
令
国
春
の
交

通
安
令
述
勁
」
の
期
間
中
、
串
木
町
内

で
も
い
ろ
い
ろ
な
父
通
安
全
指
導
の
取

り
紺
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

連
動
初
日
の

6
日
に
は
、
国
道
12
号

線
沿
い

の
稿
杭
海
水
浴
場
駐
車
場
に
て

街
頭
盤
発
が
行
わ
れ
、

串
本
詈
察
署
や

交
通
安
仝
指
導
[H
ぶの
砦
さ

ん
ら
が
、

テ
ィ
ッ

シ
ュ
や
洗
剤
な
ど
の
偲
発
物
品

を
通
行

111
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
布
し
、

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

令
国
か
ら
公
募
て
集
め
ら
れ
た
児
童

文
学
作
品
を
収
緑
し
た
短
編
集
「
ほ
ん

と
う
に
心
が
あ
っ
た
か
く
な
る
話

3

年
4
」
の
中
に
串
木
町
出
身
（
長
野
巾

存
什
）
の
目
木
児
望
文
学
者
協
会
会
員

の
宮
澤

（旧
姓
・
南
出
）

朝
子
さ
ん

の

「
ナ
ミ
さ
ん
の
す
い
か
」
と
い
う
短
編

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

孫
の
た
め
に
ス
イ
カ
を
育
て
る
ナ
ミ

さ
ん
と
、
そ
の
ス
イ
カ
畑
に
や
っ
て
く

る
タ

ヌ
キ
親
子
を
描
い
た
同
作
品
は、

故
郷
の
串
本
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る

と
の

こ
と
。
ま
た
、
既
に
宮
澤
さ
ん
は

串
本
を
舞
台
に
し
た
続
編
の
制
作
に
も

取
り
か
か
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

児
童
文
学
短
編
集

串
本
出
身
の

宮
澤
さ
ん
の
作
品
を
収
録

「ほん とうに心があったかくなる話

3年生」は全国の言店で発売中です

（ポプラ社 1,000円）

1ー！〗広報くしもと 5

多くの出席者の下で行われた津荷小閉校式

霞後の在校生 4名の作文発表。「自然に恵まれた

この津荷小でたくさんの思い出ができました。」

出席者全員による棗後の校歌斉唱

3
月
2
7
H
、
児
童
数
の
減
少
に

よ
り
16
年
度
を
も

っ
て
閉
佼
す
る

こ
と
と
な
っ
た
津
他
小
学
校
の
閉

校
式
が
、
卒
業
生
や
地
元
付
民
な

ど
約
Zoo
名
の
出
席
の
下
、

同
校
の

運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

津
荷
小
は
明
治
13
年
に
育
＂央小

学
校

（現
占
座
小
学
校
）
の
津＂何

分
校
と
し
て
飢
立
。
以
後
、
独
守

と
分
校
を
繰
り
返
し
、
昭
利
30
年

に
現
存
の
津
＂
何
小

と
し
て
独
立
し

ま
し
た
。
多
い
と
き
に
は
100
名
を

超
え
た
児
童
数
も
、

少
＋
化
の
波

を
受
け
減
少
の
ぺ
止
を
た
ど
り
、

最
後
の
仕
校
生
は
4
名
で
し
た
。

人
典
で
は
森
栂
司
校
長
が
「
津

他
小
に
は
健
や
か
な
了
ど
も
に
育

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
保
我
者
の
息

い
と
地
域
の
熱
烈
な
文
え
が
あ
っ

た
。」

と
同
校
で

の
教
育
活
動
を

振
り
返
り
、
在
校
生
が
学
校
生
活

の
思
い
出
に
つ
い

て
作
文
を
発
表
。

ま
た
、
校
歌
が
刻
ま
れ
た
記
念
碑

の
除
蒋
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

串
本
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
所
属
の
岸
上
舞
さ
ん

(15
)
が、

3
月
2
6
H
1
2
8
H
に
和
歌
山
巾
の
ビ
ソ

グ
ホ
エ

ー
ル
で
行
わ
れ
た
第
27
回
↑
同
ス
ポ
ー

ツ

少
年
団
剣
道
父
流
大
会
中
学
女
了
の
部
に
お
い
て

準
俊
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

各
都
道
府
児
代
表
が
出
場
し
た
同
大
会、

岸
卜

さ
ん
は
予
選
リ
ー
グ、

決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
と
熱

戦
を
勝
ち
卜
が
り
、

迎
え
た
決
勝
戦
で
は
愛
該
県

代
表
の
選
手
に
惜
敗
す
る
も
、
万
角
の
勝
負
を
繰

り
広
げ
ま
し
た。

岸
上
さ
ん
は
他
に
も
咋
年
夏
の
全
国

111学
校
剣

道
人
会
で
は
ベ
ス
ト
16
、
1
月
の
近
畿
大
会
で
は

3
位
入
賞
を
果
た
し
て
お
り
、

4
月
か
ら
は
剣
道

の
強
豪
校
て
あ
る
近
大
和
歌
山
高
校
に
進
学
。
令

国
の
頂
点
を
目
指
し、

日
々
紬
宵
を
続
げ
て

い
ま

す。

全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大
会

津
荷
小
学
校
閉
校
式

賞状を手に笑顔の岸上さん

広報くしもと 5
\~ 
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まちの出来事
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屑
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篭

人を飼っている人は、飼い人の登録と年 1回の狂）ミ病

予防注射が義務付けられています。 平成17年度の 「3l.)ミ

病予防汀射」及び 「）この登録受付」をド記の日利て行い

ますのて、愛）護を連れて必ずお越しドさい。

実施El 場 所 時 問 実施El 場 所 時 間
3月末で焼却炉を閉鎖したごみ処理場

焼却炉を閉鎖

串本町こみ処理場

3
月
3
1
日
、

田
並
図
に
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
み
処
坪
瑞
の
焼
却
炉

が
、
同
区
と
の
協
定
期
間
の
終
了

に
伴
い、

20
年
間
に
わ
た
る
連
転

を
終
え
、
閉
鎮
さ
れ
ま
し
た
。

同
施
設
は
昭
和

60
年
3
月
に
完

成
。
焼
却
炉
2
某
を
有
し
、
処
理

能
力
は
1
日

(8
時
間
）
で
約
祁

t
。
田
並
区
と
の
間
で
同
年
4
月

か
ら

15
年
間
の
期
限
協
定
を
結
び、

連
転
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
新
こ
み
焼
却
瑞
の
廷
設
計

画
の
実
施
に
時
間
が
か
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
田
並
区
と

の
協
議
の
結

米、

乎
成

12
年
3
月
＊
と
な
っ
て

い
た
期
限
を

5
年
間
だ
け
延
長
す

る
こ
と
と
し
、
今
日
ま
で
稼
動
を

5/23 
（戸）

老人憩いの家 9:00~10:00 
--------------------------------------------

串本町役場本庁舎 lo:20~ll:30 

出雲消防屯所前 12:50~13:20 
--------------------------------------------

ふれあいの家 13:30~13:50 
--------------------------------------------

二色区民集会所 l4:10~14:40 

高富1日国道
（ラーメノ「たきや」付近）

潮岬公民館 9:00~10:00 
--------------------------------------------

平松:Jミュニテイセンター 10:10~10:30 

萩尾塔右集会所 10:40~11 :oo 
--------------------------------------------

矯杭漁港 11:20~11:40 
--------------------------------------------

樫野崎駐車場 12:50~13:10 

14:50~15:20 

5/24 
（火）

-----9-!j!-f言竺竺＿――----I-］竺°二］］竺り
峰地消防屯所 13:50~1 4:10 

--------------------------------------------

須江漁業協同組合 14 :20~1 4:40 

大罵漁業組合

ぽ
加

5

(

 

前地総合センター 9:20~10:00 
--------------------------------------------

和深公民館 10: lO~l0:30 
--------------------------------------------

安指漁湮瀬戸渡船側入口 10:40~10:50 
--------------------------------------------

田子橋 ll:00~ll:20 
--------------------------------------------

江田集会所 ll :30~11 :40 
--------------------------------------------

田並中学校体育館裏 12:50~13:lO 
--------------------------------------------

田前公民館 13:20~13:40 
--------------------------------------------

有田公完館 13:50~14:20 

5/26 
（木）

大島開発総合センター

14:50-15:10 

15:20~15:40 

佐部集会所前 g:oo-9:20 
--------------------------------------------

上田原寺の付近 1 9:30~ 9:50 
--------------------------------------------

田原支所跡駐車場 10:00-10:50 

古座ヴィラ ll:00~ll:15 
--------------------------------------------

津荷漁協前 1 ll:20~ll:40 
--------------------------------------------

上野山郵便ポスト付近 13:20-13:50 

古座雪年クラブ前

中湊玉川建材店横

14:00~14:20 

14:30~15:oo 

I-9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - ｀ -

1 ごみの正しい分別にご協力ください I 

1 串本町ては、最終処分場の埋立量を減らすため、この 1 

! 4月から、IB串本町ては埋立こみとしていたピニー）リゆ I 
1 脆フつスチックの分別収集をスタートさせよしに。

I しかし現在、収集される埋立ごみの中には未だ大量の I 
i 亡ールや廃プラスチック、ペッ トボト）リ、ア）リミ缶な 1

1 どが混入しています。町では埋立ごみの分別作業をつば 1 

1 さ共同作業所に委託しておりますか、 マナー違反のごみ 1 

1 が多く、その分分りは膨大

な作業となっています。 鴫！

I 最終処分場の延命を固 — - 1 
I 4 1 

ると疇 に、私たちの限

1をお願 いヽた！凡戸を口！醗します。 分別作業 ' 

9一9一9一9一9一9- 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - 9 - l 

続
け
て
き
ま
し
た。

ま
た
、
乎
成

14年
12
月
か
ら
は
旧
古
座
町
の
ご

み
焼
却
施
設
が
新
し
い
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
排
出
基
準
に
適
合
し
な
く

な
り
閉
鉗
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
可
燃
ご
み
に
つ
い
て
も
引
き
受

け
処
坪
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
田
原
区
に
建
設
中
の
新

し
い
広
域
こ

み
処
坪
施
設
は
、
＊

年
1
月
ご
ろ

の
完
成
を

f
定
し
て

お
り
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
可
燃
ご

み
の
処
理
は
一
―
―
玉
県
の
民
間
業
者

に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
ビ

ニ
ー
ル
・

廃
プ
ラ
ス

チ
ソ
ク
類
以
外
の
ご
み
は
従
来
迎

り
、

rn並
ご
み
処
坪
瑞
に
持
ち
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
ビ
ニ
ー
ル
・

廃
プ
ラ

ス
チ
ソ
ク

類
の
持
ち
込
み
は
田
原
の
清
掃
セ

ン
タ
ー
ヘ
お
頻
い
し
ま
す。

※当日、予防汁射と汁射済柴交付手数料と し

て3,120日が必要てす。 また、初めて）護を

登録する方は別に登録申繭手数料3,000|リ

が必要です。

※お問い合わせは

役場環境衛生課(『EL0735-72-0081)へ。

5/27 
（金）

姫川竹田敬一様宅 9:30~ 9:50 
--------------------------------------------

姫駅前 10:00~10:30 
--------------------------------------------

伊串集会所前 lo:40~ll:30 
--------------------------------------------

神野川プール前 13:00~13:20 
--------------------------------------------

西向住民会館 13:30~14:lO 
--------------------------------------------

占田百年クラフ前 14:20~14:50 
--------------------------------------------

新宮保健所古座支所 15:00~15:30 
町当局へ答申書を提出する寺町会長（右）

ご
み
に
対
す
る

意
識
の
高
い
町
に

串
本
町
こ
み
減
醤
等
推
進
審
議
会

旧
串
本
町
長
の
品
問
を
受
け
、
平

成
15
年
10
月
か
ら
傭
究
・

審
議
を
紐

け
て
き
た
串
木
町
ご
み
減
呈
等
推
辿

審
議
会
（
会
に
上
寸
町
忠
氏
）

の
串
本

町
の
廃
棄
物
減
姑
推
進
に
関
す
る
甚

本
方
第
に

つ
い
て
の
公
畠

W
吉
が
ま
と

ま
り
、

33
月
29
日、

町
当
局

へ
提
出

さ
れ
ま
し
た。

旧
古
座
町
で
も
同
様

の
答
巾
書
が
既
に
提
出
さ
れ
て
お
り、

こ
れ
ら
の
答
申
書
は
新
し

い
串
木
町

に
お
い
て
こ
み
処
坪
行
政
の
様
々
な

施
策
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

＼
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よろこび

かなしみ
※吹報への掲戦を希翌されない）jは、)州|'，の際に窓nにお lilし！1',ください。

(2 ~ 3)J ::1寸分、 ij欠杓、囲各）

/--～¥  /――̀ ‘／ー／
松川 矢柏 竹、1 '• 安西
本 端 野木内 見 原 野

紀 秀貴 111f□絵
愛 理衷

＋ 樹 之美 司香

◇
森
口
貢
さ
ん

（田
亜
か
ら、
'L
父
（
季

吉
）
の
香
典
返
し
と
し
て
田
咋
と
人

ク
ラ
ブ
及
び
社
会
輻
祉
協
議
会

へ
。

◇
根
本
小
夜
＋
さ
ん
（田
井
）か
ら
、＇」

文
（
弘

L
)の
香
典
返
し
と
し
て
田
中

名
人
ク
ラ
ブ
ヘ
。

◇
北
野
恒
―
．
さ
ん
（
江
田
）
か
ら
、
＇
」
鳳

言ヲ

ヱ
イ
）
の
香
典
返
し
と
し
て
江
田

名
人
ク
ラ
プ
ヘ

。

◇
松
村
恵
芙
＋
さ
ん

（押
野
）
か
ら
'L
丈

（
文
雄
）
の
否
典
返
し
と
し
て
押
野
と

人
ク
ラ
ブ
ヘ

。

◇
本
虔
ヰ
『
＋
さ
ん
（
和
深
）か
ら
、
亡
夫

藝

）
の
供
玉
と
し
て
削
地
と
人
ク

ラ

ブ
ヘ。

◇
深
海
糸
一

．
さ
ん

（和
深）

か
ら
＇」鳳

（い
と
き
の
香
典
返
し
と
し
て
削
地

名
人
ク
ラ
ブ
ヘ
。

◇
、水
田
一

L
さ
ん

（押
野
）
か
ら
'L
父

（
幸
男
）
の
否
典
返
し
と
し
て
押
野
名

人
ク
ラ
ブ

ヘ
。

◇
小
山
昇
太
さ
ん
（
大
品
）
か
ら
、
＇
」
は

元

代
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会

へ
。

◇
古
田
茂
丈
さ
ん
（
大
品
）
か
ら
、
亡
父

藷

喜
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会
へ

。

◇
春
日
克
文
さ
ん
（
潮
岬
）
か
ら
、

，L
は

大串田御和串潮有
阪 坊
府本 北 市 深 本岬 田

3

い
つ
ま
で
も

-
や

p

ぉ
幸
せ
に

．ヽ ＾ 古泊 西 深葛 石 坂梁城堀 Iij 出
家中田 海原橋本村 地 生

戻 児
知太合成六噂直噂9や；且陸噌ぢ泣＂ 氏
優部ぅ吹匂区翔噂噸廷都＜翔湘9っ示／g
祐 一朋秀 弘高村正 直 ＾ 

稔
届

‘I’・輝 広 怯 理師司 紀 周
勉 出

人
ヽ

＾ 串潮 潮潮潮須高串 串串串 地

本岬 岬岬岬 江宮本本本本区

曼

お
誕
生
お
戸
只
い
す

南中南 坊 川芝 古 川金小坂 根古角春励 隅小山松山 鼻久北 永
地西 地畑口 川 口政 111井 本田 日 芝 松口下湖 崎野野田

み 藤 芳 暉 大芳喜兄昭弘 精久ま 武すキみ喜 孝ヲ幸
つ 勝洋 す 博及が ミそ代ヱ
め久 次 ー 作美一代―- L喜 光 み 男ゑ＋枝 凸 ＋イ男

80 87 85 74 78 79 57 75 85 96 75 68 72 75 96 85 82 89 92 75 83 79 66 99 73 

（
ま
す
み
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会

鉗
祉
協
議
会
へ

。

◇
杉
浦
常
次
さ
ん
（串
本
）
か
ら
、＇」父

（常

一
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
輻

祉
協
議
会
へ
。

◇
藤
田
捷
＋
さ
ん
（潮
岬
）
か
ら
、
亡
義

は
（
寛
＋
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会

福
祉
協
議
会

へ
。

◇
坂
本
敏
男
さ
ん

（湖
岬
）
か
ら
、
，
L
父

（強）

の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福
祉

協
議
会
へ

。

◇
川
口
幸
男
さ
ん

（出
雲
）か
ら
、＇」は

（や
ゑ
の
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会

幅
祉
協
議
会

へ
。

◇
藤
固
輿
次
さ
ん
（和
深
）
か
ら
、
社
会

幅
祉
協
議
会

へ
。

◇
集
立
久
吋
さ
ん
（潮
岬
）
か
ら
、
亡
義

父
（
ッ
即
芝
拇
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社

会
饂
祉
協
議
会
へ

。

◇
寄
上
昌
＋
さ
ん

（和
深
）
か
ら
、
亡
に

久
（
保
＋
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会

幅
祉
協
議
会

へ
。

◇
和
深
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
郊
か
ら
、
社

会
饂
祉
協
議
会
へ
。

◇
廣
田
健

一
さ
ん
（田
辺
市
）
か
ら、＇」

父
（
｛
貰
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
輻

祉
協
議
会
へ
。

◇
隅
清
志
さ
ん

（串
本
）
か
ら
、
＇
」
父

潮潮 串和 和串串 ―．有大 潮 田大潮潮串串 和 串串有串閾江樫
野

岬岬 本深深本本 色田 馬 岬 咋烏岬岬本本深本本田本川田野

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

詢松 北 ‘I;浅 川西悛谷柚 峯榎 小佐 下河小）朝南 隈加、1'・両寄西下
田本地田井 村田本 □ 本本本） ：•野 村田東崎地田 森見 村上 村

ト 正一弥慎市榮春 モ III界 昭ち ヤ勇恭 昭秀力 保はた
シ寛 ＝． 卜 久 ず稔ス 賓 ヅつみ
ヘ 信 ＝一郎悟郎 一 治工 伎 ‘I'． i州 こ ヨ喜チ カ司メ十ゑ代
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（
及
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福
祉

協
議
会
へ
。

◇
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
串
本
支
部
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

◇

T
見
雌
一
さ
ん

（
押
野
）か
ら
、
亡
父

秀

司
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会

へ
。

◇
串
本
名
品
会
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会

へ
。

◇
切
畑
友
希
さ
ん
（
和
深
）
か
ら
、

'L
父

（騨

一
）
の
否
典
返
し
と
し
て
礼
会
錨

祉
協
議
会

へ
。

◇
ふ
れ
あ
い
給
食
潮
岬
支
部
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
へ
。

◇
赤
坂
健
彦
さ
ん

（
田
並
）か
ら、＇」

叔

母
（小
束
ヤ
ス
ヨ
）
の
否
典
返
し
と
し

て
社
会
幅
祉
協
議
会
へ
。

O
N
P
o
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
患
潮
か
ら
社

会
輻
祉
協
議
会
へ

。

◇
紀
南
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

◇
角
寛
さ
ん
（
田
辺
市
）
か
ら
、
，
L
父
（久

兄
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福
祉

協
議
会
へ
。

中古西古 古西古西古西 古佐古 押串串田潮串 串潮樫 潮和串田

涜 田向座 田向座向田 lhj庄部座 野本本井岬本 本 岬 野 岬深本＋

／ ヽ
自然増減

出生

男

女

8人

5人

3人

(3月中 ）

死亡

男

女

※旧串本町と古座町の合計

26人

1 5人

1 1人

＼ 

今年の火災・救急件数
-4月1日現在一

火災件数 救急件数

建物 2件 交 通 21件

林野 0件急病 200件

その他 1件 その他 98件

合計 3件合計 319件

火災のない住みよい豊かな町づくり
ノ

◇
上
田
て
ふ
枝
さ
ん
（
田
＋
）
か
ら
、

米
寿
の
お
祝
い
と
し
て
田
十
と
人
ク

ラ
プ
ヘ

。

◇
鈴
木
啓
大
さ
ん
（
潮
岬
）

か
ら
、

＇」
父

（伊
＝
郎
）
の
供
Y

年
と
し
て
潮
岬
と
人

ク
ラ
ブ
ヘ。

◇
沖
有
志
さ
ん
（
繭
野
川
）
か
ら
、
＇」
鳳

ぞ
竺
の
否
典
返
し
と
し
て
橋
杭
ど

人
ク
ラ
ブ
ヘ
。

◇
雑
賀
美
佐
＋
さ
ん
（田
井
）
か
ら
、
，
L

大（
―-
元

）
の
否
典
返
し
と
し
て
田
井

名
人
ク
ラ
プ
ヘ

。

◇
太
田
甚
作
さ
ん
（
田
＋
）
か
ら
、
米
寿

の
お
祝
い
と
し
て
田
十
名
人
ク
ラ
ブ

へ。

◇
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
和
深
か
ら
田
十
と
人

ク
ラ
ブ
ヘ。

◇
小
松
史

一
さ
ん
（
和
深
）
か
ら
、
＇」
父

（
武
男
）の
否
典
返
し
と
し
て
和
深
束

地
と
人
ク
ラ
ブ
及
び
社
会
福
祉
協
議

会
へ

。

◇
下
村
楠
太
郎
さ
ん
（
阪
南
市
）
か
ら
、

,L
姉
（
ち
ず
こ
）
の
生
前
の
お
礼
と
し

て
第
――ど

人
ク
ラ
ブ
及
び
否
典
返
し

と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会

へ
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
うご

ざ
い
ま
す
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一
一
見
美
し
い
串
本
の
海
。
し
か
し、

海
芹
に
は
多
く
の
ゴ
ミ
が
漂
着
し
て
美

観
を
担
ね
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
一

人
ひ

と
り
の
力
を
出
し
合
っ
て
串
本
の
海
を

き
れ
い

に
し
ま
せ
ん
か
？

私
た
ち
の
海
岸
を
少
し
で
も
美
し
く

す
べ
く
、

次
の
と
お
り
清
掃
ボ
ラ

ン

テ
ィ

ア
を
募
っ
て

い
ま
す
。
背
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
仕
ち
し
て
お
り
ま
す
。

て
清
掃
日
時

6
月
1
2
日

（日
）
午
前
7
時
1
9
時

※
雨
天
や
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

て
清
掃
場
所

橋
杭
小
学
校
ー
宮
川
河
口
ま
で
の
海
岸

▼
集
合
場
所

旧
串
本
フ
ェ

リ
ー
乗
り
場
前
公
園

制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
払
齢
年
令
、
遺
族
年
金
、
労
災
補
償

等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
受
給
額
相
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
経
過
的
幅
祉
千
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
力
は
、
当
該
千
当
の
支
給
は
停

止
さ
れ
ま
す
。

現

在

忠
速
な
少
十
裔
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
本
町
と
し
て
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

少
＋
化
は
、
も
ち
ろ
ん
国
民

一
人
ひ

と
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
選
択
の
結
呆

で
は
あ
り
ま
す
が
、
社
会
保
怜
の
存
続

に
対
す
る
危
惧
や
地
域
活
力
の
喪
失
な

ど
、
少
＋
化
が
社
会
に
対
し
て
及
ば
す

重
大
な
影
郷
芦
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
中
成
1
5
年
7
月
に
「次

lu代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
が
制
定

さ
れ
、
地
方
公
共
団
休
及
び
〈11
業
は、

国
の
指
針
に
基
づ
い
て
行
動
計
画
を
策

定
し
、
今
後
10
年
間
の
計
画
的
な
取
祖

み
を
推
追
す
る
こ
と
が
義
務
つ
け
ら
れ

ま
し
た。

昨
年
初
め
に
は
計
画
策
定
準
備
の
た

め
、
町
民
の
皆
様
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
等

講習 の名称 El 時 場 所 受講料等 受付開始予定

型枠 支保了
4月12日（火）～ 和歌山県勤労福祉会館

¥ 9,900 3月14巳（月）～
4月13巳（水） （フラザホープ）

地 山 の揺 削
5月10日（火）～

5月11日（水） 和歌山県勤労福祉会館

（フラザホープ）
¥ 18,500 4月11El（月）～

±止 め 支 保 エ 5月17日（火）

建 築 物等 の 6月7El（火）～ 和歌山県勤労福祉会館
¥ 9,800 5月9日（月）～

鉄 骨 組 豆 て 等 6月8日（水） （プラザホープ）

足 場の 組 ▽ 等
7月5巳（火）～ 和歌山県勤労福祉会館

¥ 9,600 6月6日（月）～
7月6日（水） （フラザホープ）

（ii) I . 講義時間はいずれ も •\ M 9:00-PM 5:00（講義1J、I容により 、変更があ ります。）

2.講習会の受代は、講習会開催の約 1ヶJ-J前からです。

3, 受講和は 当方にご特参いただくか、または現令書留でお槌いしま す。

4.受講料等には、テキスト代が合まれています99

',.定目になり 次第、締め切 ります，9

建設葉労働災害防I［協会 和歌11,県文部
云 073 -4 3 6 - 1 3 2 7 

▼
開
設
場
所

串
本
町
串
本
2
4
2
7

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

て
相
談
内
容

お
知
ら
せ
＆
行
事※

軍
手
・汗
拭
き
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

（先
着
順
）

マ

主

催

串
本
海
上
保
安
署

串
本
愛
舟
会

マ

協

賛

海
上
保
安
協
会
串
本
支
部

ア

協

力

串
本
町

※
お
間
い
合
わ
せ
は
、
串
本
海
上
保
安

署

(TEL
o
7
3

5J
|
6
2
|
0
2
2
6
)

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
の
任
意
加
入
期
間
に
加
入

し
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
陪
宮
基
礎

年
令
等
を
受
給
し
て
い
な
い
陪
宮
者
の

力
に
つ
い
て
、
国
民
年
金
訓
没
の
発
展

で
ご
協
力
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
本
町
で
も

法
律
に
茎
つ
き

「串
本
町
次

IU代
脊
成

支
援
行
動
計
回
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

「地
域
の
湿
も
り
で
＋
が
育
つ
ま
ち
」

と
い
う
茎
本
坪
念
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま

で
の
串
本
町
・
古
堅
町
に
あ
る
風
士
や

責
泊
を
生
か
し
つ
つ
、
＋
ど
も
が
健
や

か
に
育
つ
よ
う
地
域
令
休
で
十
育
て
を

支
援
し
て
い
く
環
接
を
築
い
て
ま
い
り

ま
す
。

計
画
害
は
役
場
本
庁
舎
、
第
2
庁
舎
、

和
深
総
合
セ
ン
タ
ー
、

大
烏
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
、
田
原
出
板
所
に
て
自
由
に

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
お
間
い
合
わ
せ
は
、
役
場
保
健
福
祉

果
へ。

―-
n
 和

歌
山
地
方
法
務
局
祈
寓
支
局
で
は

串
本
出
張
所
の
統
合
に
伴
い
、
町
民
の

砦
様
の
莉
使
に
供
す
る
た
め
に
、
登
記

に
関
す
る
相
談
所
を
間
設
し
て
お
り
ま

す
。土

地
建
物
の
先
賀
や
相
続
、
土
地
の

分
筆
や
窪
物
の
祈
築
、
会
社
設
立
な
ど

の
相
談
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽

過
程
に
お
い

て
生
じ
た
特
別
な
事
情
に

か
ん
が
み
、

饂
祉
的
措
置
と
し
て

「特

別
齢
宮
給
付
金
訓
没
」
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

給
付
金
の
支
給
対
象
に
な
る
h
は、

役
場
窓
口
で
晶
求
予
続
き
を
行
っ
て
い

た
だ
く
必
安
が
あ
り
ま
す
の
で、

忘
れ

ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
支
給
の
対
象
と
な
る
方

(
l
)
T
成
3
年
3
月
以
郎
に
回
民
年
金

任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

(
2
)
昭
和
61
年
3
月
以
郎
に
国
民
年
金

任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者

（厚

生
年
令
、
共
済
組
合
等
の
加
入
者
）
の

配
偶
者
な
ど

で
あ
っ

て
、
当
時
、
任
究
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日

（悴
宙

の
原
因
と
な
る
傷
病
に
つ
い
て
初
め
て

医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
の
診
療
を
受
け

た
日
）
が
あ
り
、
現
存
、
陪
宮
基
礎
年

金
1
級
、
2
級
相
当
の
怜
宮
に
該
当
す

に
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

▼
開
設
日
時

筍
月
第
2
木
曜
日

午
後
1
時
1

4
時

(
T成
17
年
5J
月
か
ら
9
月
ま
で
）

る
力
。
た
だ
し、

65
歳
に
達
す
る
日
の

帥
日
ま
で
に
当
該
怜
宮
状
態
に
該
当
さ

れ
た
力
に
限
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
陪
宮
某
礎
年
金
や
怜
宙
厚
生

年
金
、
怜
宮
共
済
年
令
な
ど
を
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
る
力
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
給
付
令
を
受
け
る
た
め

に
は
、

社
会
保
険
庁
艮
官
の
認
定
が
必

安
に
な
り
ま
す
。

▼
支
給
額

給
付
金
は
、
認
定
を
受
け
た
後
、
浦

求
月
の
立
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
払
い
は
年
6
回

(
2
月、

4
月
、
6

月
、
8
月
、
10
月
、
12
月
）
で
す
。

障
害
基
礎
年
金
1
級
に
該
当
す
る
方

月
額
53
万
円

障
害
基
礎
年
金
2
級
に
該
当
す
る
方

月
額
4
万
円

※
支
給
額
は
、
毎
年
度
物
価
の
変
動
に

応
じ
て
改
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ご
本

人
の
所
得
に
よ
っ
て
は
、
支
給
が
半
額
、

連絡先

串木町役場木庁舎 TEL62-0555

第2庁舎（古匝分庁舎）TEL72-0081 

串木病 院 TEL62-0635 

古 匝 ）II病院 TEL72-0280 

学 校教 育 課 TEL62-6066 

生涯 学習課 TEL62-0006 

串 木 町 立 団 書 館 TEL62-4653 

保健セ ン ター TEL62-6206 

サンゴ の 湯 TEL62-2001 

B&G海洋センター TEL 62-5540 

国民宿舎あら ふね TEL74-0124 

町内放送 案 内 TEし62-3200

串木町ホームペーシア ドレス

http:JJwww.town.kushimoto.wakayama.jpJ 

串本町メールアドレス 1代表）

kikaku@town.kushirmto.wakayama.jp 
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5国国園口国m
261木

日躍

9月健康相談 保健福社課

I I I 9日(l3:00~l5:00)保健セ ンター

lO日(9:00~ll:o□)出 雲 公民館

ll日(9:30~10:30)日園」村翠 センター

(13:30~14:30)占田クラ ブ

l2日(9:00~ll:00）二色集会所

13日(9:00~11:oo)有田公民館

17日(9:30~11:oo)江田区民会館

24日(9:30~11:oo)田子医完会館

25日(9:30~10:30)津荷老人憩いの家

26日(9:30~11:oo)安指区民会館

行事内容（時間） 場 所 I主管課等

登
記
に
関
す
る
相
談

て
相
談
担
当
者

和
歌
山
地
力
法
務
局
祈
寓
支
局
職
貝

※
相
談
さ
れ
る
ガ
は
、
お
千
数
で
す
が

事
面
に
f
約
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

f
約
の

な
い
場
合
、
回
答
が
後
日
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御

f

承
願
い
ま
す
。

竺
事
前
の
予
約
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒

6
4
7
|
0
0
4
3

煎

呂
市
緑
ヶ
丘
3
丁
目
2
|
6
4

6
0
7
3

5
|
2

2
|

2
7
53
7
 

紐
呂
保
健
pJi串
本
支
所
で
は
、
疾
師
、

保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
、
精
神

保
健
輻
祉
に
関
す
る
相
談
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
中
成
1
7
年
度
の
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
実
施
日
時

毎
月
第
3
金

曜

日

午

後
3
時
1

※
都
合
に
よ
り
、
日
程
に
変
更
が
あ

っ

た
場
合
は
、
ご

f
承
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
申
込
み

相
談
は
安

f
約
で
す
。
祈
宜
保
健
pJi串

本
支
所
生
活
福
祉
課

(T
E
L
o
7
3

53
|

海
上
保
安
の
日

(5
月
12
日
）
に
ち

な
み
、
次
の
日
程
で
樫
野
埼
灯
台
を
虻

判
開
放
い
た
し
ま
す
。
来
場
者
に
は、

押
野
埼
灯
台

（明
治
）
と
巡
視
艇

「む

ろ
づ
き
」
の
カ
ラ
ー
版
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
を
数
塁
限
定
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た

し
ま
す
。

101刈親子教室〈ひよこ広場〉1保健セ ンタ―|保健福社課

4ヶ月～ 1歳児

(lo:00~ll:30) 
トーl---,------------I-_＿＿＿＿＿＿トー―---

111水 1献血 （成分献血主体） 1第2庁舎（耳扮庁舎） 1保健福祉課

(l3:00~l6:00) 
トーl---,------------1--------1------

121門人権行政相淡 1潮 岬 公民 館1住 民課

(l3:30~l5:00) 

201釦親子敦室〈ぢひっこ后場〉 1保健セ ンター1保健福祉課

2~3歳児

(lo:00~ll:30) 

7
2
|
0
1
3

6
)
ま
で
事
節
に
ご
連

絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。

※
侯
師
の
相
談
郎
に
、
保
健
師
に
よ
る

血
接
を
実
施
し
ま
す
の
で
上
記
時
尚
よ

り
前
も
っ
て
束
所
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詞

扇
風
横
は
エ
ア
コ
ン
の
近
及
と
と
も

に
そ
の
役
割
を
大
き
く
変
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
最
近
の
扇
風
機
は
、
エ
ア

コ
ン
と
の
併
川
を
考
え
て
、
デ
リ
ケ
ー

ト
な
微
風
調
柩
や
首
振
り
な
ど
、
エ
文

さ
れ
た
機
能
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す。

エ
ア
コ
ン

の
冷
気
を
扇
風
機
で
部
屋

中
に
妬
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
休
感
温
没

（肌
で
感
し
る
温
度
）
を
下
げ
、
い
っ

そ
う
涼
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て

ニ
ア
コ

ン
の
湿
度
を
1
℃
上
げ
る
と
約

1
0
％
の
省
エ
ネ
に
な
り
ま
す
。

扇
風
標
と
エ
ア
コ
ン
を
併
用
し
、
幼

率
良
く
経
済
的
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

※
扇
風
横
を
安
令
に
ご
利
用
い
た
だ
＜

た
め
に
季
節
の
変
わ
り

H
な
と
に
は
点

検
を
お
脚
い
い
た
し
ま
す
。

社
団
法
人
日
本
篭
機
丁
業
会

ァ

日

時

5J
月
14
日（
土
）

午
袖
9
時
1
午
後
4
時

※
荒
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

田
辺
海
上
保
安
部
航
行
援
助
セ
ン
タ
ー

(6
0
7
3

9
|
2

2
|
2
0
0
1
)
 

串
本
地
区
事
務
所

(6
0
7
3
5
|
6

2
|
0
5
2
2
)
 

221 B|占座川クljーンアッフ一枚岩～ 1経済観沿貝

大イ乍戟 I 占座川河口

ト—|---.j- ----------~I—-------t--------
(9:30~ 

25|バ一般献血 1矢倉甚兵衛様1保健福社課

(lo:00~l6:00)前 駐車場
トーl--,------------I-＿＿＿＿＿＿＿トー―---

291 a I カヌー • カヤックフェス 1 オ喬杭海水浴場 I 経済観光課

テイバルin串本

(9:00~15:00) 

今
月
の
納
税

了

税

目

0
固
定
資
韮
税
（
第
1
期
）

0
軽
自
動
車
税

▼
納
期
限

5
月
31
日
（
火
）

※
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は、

役
場
税
務
課
ヘ

コし―-＝ロ
集
後

編 広
報
「
く
し
も
と
」
創
刊
り
い
か
が

だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
？
第
1
り
と
い
う

こ
と
で
編
史
に
も
気
合
が
人
り
ま
し
た
。

今
後、

行
政
情
報
や
町
の
考
え
を
皆
さ

ん
に
分
か
り
や
す
く
お
仏
え
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
話
題

な
ど
も
取
り
上
げ
、
町
の

「今
」
を
紙

血
に
描
き
出
せ
る
よ
う
な
広
報
紙
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
広

報

「く
し
も
と
」
の

フ
ァ
ン
と
．．―-口

つ
て
い

た
だ
け
る
力
が
一
人

で
も
増
え
る
よ
う
が

ん
ば
り
ま
す。

(N)

今月の健康診断
■乳がん検診

潮岬公民館・有田公民館・ニ色集会所・

樫野消防屯所・大品開発総合センター

■基本健診

佐部集会所・ニ色集会所

※健康診断についての詳細 ・申し込み等は｀保

健センター（ff0735-62-6206)まで

こ連絡ください。
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カヌー・カヤック
フェステイバルIn串本

私たちの身近にある海、川でもっと遊びませんか。

カヌー ・カヤックに興味が布る全ての人たち1こ甲本の素睛らしい自然に

親しみ` カヌー ・カヤックを気軽に休験していただけるイベントでサ。

お子様や初心香 未経験者の方ても十分お楽しみいたたける波静かな橋

杭海水浴場での開催で寸。

開催日時

開催場所

参加費

2005年5月29日 (n)
9 : 00-16 : 00 (11 : 00で受付終 了）

串本橋杭海水浴場

大人 2.0 0 0円 ・シノトオントノプの場合、

子ども（小学牛） ]. 000円

※小学牛未満は無料です。

主 催 カヌー ・カヤックフェスティバル実行委貝会

協 力 和歌山大学ハートフルセンター麦の郷

後 援 串本町串本観光協会古座観光協会

※お問いあわせは古座観光協会 (TEL0735-72-0615)へ

1り広報くしもと 5 広報くしもと 5 ＼
 fou

-

~
ー

｀

9

¥
 

'~ 



一般部門

「旅立ち」

高木裕（愛知県稲沢市）

青い海の中を、ヒゲハギが泳いでいこ

うとしています。ヒゲハギは、串本工

リアでもとても珍しい魚です。

第一席

第 13回

串本海中フォトコンデズ、卜・

「サン:::Jの町」宣言記念イヘントとして毎年開催さ

れている串本海中J刀トコンテストの審査結果か発表

されました。合年の応募者数は 110名で作品数は 695

点（一般邪門 321点テジタル邪門 371点シロッフ

剖門 3点）でした。※コンテストの審査結果、全ての

入賞・入還作邑については、串本町ホームページでこ

覧いただくことかできます。（解謡／彩紀会）

平
成
1
7年
5

月
1

日
発
行
編
集
•
発
行
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町
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場
企
画
課
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一般部門

「夏のパラソル」

土居功一（東大阪市）

パラソルの様に広がっている魚は、ハ

ナミノカサゴです。串本では「ヤマノ

カミ」と呼ばれています。

第二席

程原

デジタル部門

「お花のベット」

大澤一嘉（東大阪市）

ムチヤギ（サンゴの仲間）に付いてい

るガラスハゼです。名前の通り、体は

ガラスのように透けています。

第一席

グランプリ

「brilliancy」
裕次（奈良県生駒市）

フトヤギという綺麗なサンゴの前で、アオサハギ

の幼魚がかわいく写っています。

原

デジタル部門

「雪景色」

由企子（大阪府藤井寺市）

サビカラマツについているアカスジカ

クレエビです。時期によって、 1本の

サビカラマツに沢山のエビが付いてい

るときがあります。

第二席


